
「匠の技」を活用したＩｏＴ技術指導モデル

石川県産ブドウ「ルビーロマン」は、「鮮やかな赤色」「国内最大級の大粒」を特長とし、生産者自らが厳しい出荷基準を設け、関係者が一体と
なってブランド化を進めてきました。

しかし、厳しい出荷基準等から高度な栽培技術が必要であるが、熟練技術の承継が進んでおらず、生産者の約６割は商品化率が５０％未
満（平成２９年度）と低い状況でありました。

また、生産地が広範囲（約１２０ｋｍ）にわたること等により、普及指導員による圃場での指導には限界があり、よりきめ細かに指導を行う
ためには、遠隔で技術指導を行える環境について考える必要がありました。

そこで、栽培技術習得を支援するため、特に高度な栽培技術が必要とされる３作業（ジベレリン処理・摘粒・粒の配置換え）を対象に「匠の
技の形式知化」に取り組むとともに、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した「技術指導の遠隔化」（可能性の実証）に取り組みました。
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反復学習により短期間で技術が身に付く

自分なら
これを選ぶな

不要な粒を選択
してください

栽培技術レベルの低い生産者が短期間で
技術を身に付けられるシステムを構築

栽培技術レベルの底上げ（商品化率向上）

・指導対象者
新規就農者、後継者等技術レベルの低い生産者

・対象作業
熟練技術を要する摘粒（不要な粒を取り除く）作業等

学習支援システム

ルビーロマンの栽培技術の形式知化

解 答 判 定

なるほど、こういう粒を
摘粒したいたのか

正解

不正解

正解

・ 栽 培 講 習 会 等 に お い て 、 生 産 者 に 使 用 し て い た だ い た と こ ろ 、 学 習 前 後 で 技 術
習 得 効 果 を 確 認 で き た （ 正 答 率 ： 4 4 % → 6 5 % 、 2 1 ％ 向 上 ） 。

・ シ ス テ ム を 使 用 し た 生 産 者 か ら は 、 「 父 親 の 言 葉 で は 分 か ら な い こ と が 、 こ の シ ス
テ ム で は 理 解 で き た 」 、 「 実 物 が な く て も 画 像 で 後 輩 を 指 導 で き 、 良 い も の だ と 思
う 」 等 の 声 を い た だ い た 。
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ルビーロマンの技術指導の遠隔化（可能性の実証）

・ 8 K ５ Ｇ で は 粒 の 表 面 の 状 態 を 細 部 ま で 鮮 明 に 表 現 で き 、 さ ら に 立 体 感 も あ り 、
遠 隔 指 導 に 適 応 可 能 な 技 術 で あ る と 評 価 し た 。

・ 着 色 状 況 、 さ び 果 （ 障 害 ） 、 ブ ル ー ム （ 果 皮 表 面 白 い 粉 ） を 把 握 で き 、 遠 隔
指 導 の 際 有 効 な 技 術 と な る も の と そ の 可 能 性 を 示 唆 し た 。
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ルビーロマン圃場

映像・音声による指導

8Kなど色再現性の高い
超高精細映像

実証イメージ 農業試験場

技術指導員8Kカメラ

8K画質HD画質

HD vs 8K 映像比較（イメージ）
→ 8Kは着色の状況や粒の表面が鮮明に表現される


